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広　報　玄　海 平成14年4月15日 
 

　
平
成
十
四
年
第
一
回
玄
海
町
議
会
定
例
会
は
、
三
月
八
日
に
招
集

さ
れ
、
十
一
日
に
一
般
質
問
、
十
二
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
予
算
特

別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
条
例
の
改
正
や
総
額
六
十
二
億
一
千
五
百

万
円
の
一
般
会
計
予
算
な
ど
三
十
二
議
案
、
請
願
二
件
、
意
見
書
一

件
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
す 

条
例
制
定

条
例
制
定
・
改
正
改
正
 

請
願
請
願
・
意
見
書

意
見
書
 

条
例
制
定
・
改
正
 

請
願
・
意
見
書
 

■
玄
海
町
農
畜
水
物
加
工
所
ふ

る
さ
と
発
想
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例 

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
水

産
業
の
生
産
振
興
、生
産
物
の
有

効
活
用
、新
た
な
需
要
の
拡
大
や

雇
用
を
生
み
だ
す
地
域
産
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
施
設
と
し
て
、旧

わ
か
ば
園
跡
地
に
建
設
し
た
農
畜

水
産
物
加
工
所「
ふ
る
さ
と
発
想

館
」の
適
正
な
管
理
運
営
を
図
る

た
め
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。 

   

　
農
林
地
等
の
乱
開
発
に
よ
る
形

状
変
更
に
伴
う
周
辺
の
環
境
悪
化
、

地
下
水
の
汚
染
及
び
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、必
要
な
指
導
助

言
を
行
う
た
め
に
制
定
し
た
も
の

で
す
。 

   

　
里
道
・
水
路
等
の
国
有
財
産（
法

定
外
公
共
物
）が
、市
町
村
の
申
請

に
基
づ
き
、無
償
で
譲
渡
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、譲
渡
さ
れ
た
里
道
、

水
路
等
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め

に
制
定
し
た
も
の
で
す
。 

  

　
下
水
道
事
業
債
の
償
還
財
源
に

す
る
た
め
、下
水
道
事
業
特
別
会

計
減
債
基
金
を
設
置
し
、ま
た
、

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域

長
期
発
展
対
策
交
付
金
を
、特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
財
源
と

し
て
積
み
立
て
る
た
め
改
正
し
た

も
の
で
す
。 

   

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、職
員
の
育
児
休
業

の
で
き
る
期
間
が
一
年
か
ら
三
年
に
、

ま
た
子
の
養
育
、家
族
の
介
護
を

行
う
職
員
の
、時
間
外
労
働
の
制

限
な
ど
に
つ
い
て
改
正
し
た
も
の

で
す
。 
   

　
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
法

律
が
改
正
さ
れ
、本
町
条
例
も
、「
保

健
婦
」を「
保
健
師
」に
、「
看
護
婦
」

を「
看
護
師
」に
、「
助
産
婦
」を「
助

産
師
」に
名
称
を
変
更
し
た
も
の

で
す
。 

■
牛
海
綿
状
脳
症（
B
S
E
）対
策 

の
充
実
強
化
に
関
す
る
請
願（
要
約
） 

■
東
松
浦
高
校
の
存
続
に
つ
い
て 

意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願 

■
魅
力
あ
る
佐
賀
県
立
高
等
学
校 

の
再
編
整
備
並
び
に
東
松
浦
高
等 

学
校
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書 

（
要
約
） 

 

　
日
本
初
の
B
S
E
発
生
に
よ
り
、

政
府
で
は
、万
全
の
対
策
の
確
立
に

む
け
て
、一
連
の
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、消
費
の
激
減
、生

産
・
流
通
段
階
の
大
幅
な
停
滞
に

よ
り
、玄
海
町
の
畜
産
は
ま
さ
に

崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、現
行
の
Ｂ
Ｓ

Ｅ
対
策
が
平
成
13
年
度
限
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
、日
本
が
Ｂ
Ｓ
Ｅ
清

浄
国
と
な
る
ま
で
の
間
、総
合
的

な
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
が
政
府
の
全
責
任

に
よ
っ
て
講
じ
ら
れ
る
よ
う
左
記

事
項
の
実
現
に
向
け
請
願
い
た
し

ま
す
。 

◎
生
産
者
へ
の
万
全
の
経
営
、所
得

安
定
対
策 

◎
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
原
因
究
明
と
消
費
回

復
の
た
め
の
徹
底
し
た
Ｐ
Ｒ
対
策 

◎
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
前
の
流
通
在
庫
の

早
期
処
分 

◎
廃
用
牛
の
流
通
円
滑
化
対
策 

  

　
豊
か
で
、ゆ
き
と
ど
い
た
教
育

を
進
め
、心
の
か
よ
う
学
校
づ
く
り
、

生
徒
の
健
や
か
な
育
成
と
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
を
保
障
す
る
こ
と
は
、

父
母
、町
民
の
切
実
な
願
い
で
す
。 

　
い
ま
、佐
賀
県
で
は
少
子
化
に

よ
る
生
徒
数
の
減
少
を
理
由
に
、

県
立
高
校
の
統
廃
合
計
画
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。小
規
模
校

で
の
特
色
を
活
か
し
、教
育
の
内

容
を
充
実
さ
せ
て
、上
場
で
の
東

松
浦
高
校
の
役
割
を
重
視
し
、東

松
浦
高
校
の
存
続
を
、県
に
働
き

か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、東
松
浦
高
校

を
統
廃
合
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る

よ
う
県
に
意
見
書
を
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。 

    

　
佐
賀
県
教
育
委
員
会
で
は
、県

立
高
等
学
校
再
編
整
備
審
議
会
を

設
置
し
、再
編
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、平
成
14
年
２
月
５
日

に
同
審
議
会
か
ら
答
申
が
な
さ
れ

て
い
る
。 

　
本
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
東
松

浦
高
等
学
校
も
、統
廃
合
の
対
象

に
な
る
の
は
必
至
で
あ
る
。 

　
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
恵
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
上
場
地
方
の
子

ど
も
達
に
、高
等
教
育
の
機
会
を

与
え
、郷
土
の
発
展
に
寄
与
し
た

存
在
は
、極
め
て
大
き
い
も
の
が

あ
る
。 

　
さ
ら
に
、東
松
浦
高
校
の
生
徒

数
の
増
加
の
一
方
策
と
し
て
、進
学

と
就
職
双
方
に
対
応
で
き
る
総
合

学
科
の
新
設
な
ど
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で

あ
る
。 

■
玄
海
町
農
林
地
等
形
状
変
更 

に
関
す
る
条
例 

■
玄
海
町
法
定
外
公
共
物
の
管
理 

に
関
す
る
条
例 

■
基
金
設
置
条
例
の
一
部
改
正 

 

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る 

条
例
の
一
部
改
正 

 

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す 

る
条
例
等
の
一
部
改
正 



3

広　報　玄　海 平成14年4月15日 

平成 1 4 年 度 の 予 算 決 ま る  
予算の内訳 
一 般 会 計  
国 保 会 計  
老 人 会 計  
特 老 会 計  
下水道会計 
水 道 会 計  

62 
6 
7 
2 
3 
15

1,500 
7,430 
5,240 
9,630 
6,860 
8,364

億 
億 
億 
億 
億 
億 

万円 
万円 
万円 
万円 
万円 
万円 

平成14年度 
一般会計予算 
歳出歳入内訳 

　一般会計予算は、62億1500万円で前年度に比べ、3.9％の増
になっています。 
　「豊かで住みよい魅力と活力のある町」づくりをめざし、平成
14年度予算には、ふたば園建設事業（356,426千円）、福祉セン
ター整備事業（45,000千円）、BSE（牛海綿状脳症）対策事業（18,565
千円）、棚田地域等保全事業及び周辺整備事業（84,225千円）、
下水道事業では、南部処理区の幹線管渠布設工事、水道事業にお
いては、簡易水道の再編推進事業等を実施し、町民の皆さんの生
活の向上のために必要な諸施策を積極的に推進していきます。 

98億9,024万円 計 

14年度 
予算総額 

1,237,393

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 
2

労働費 

農林水産業費 
商工費 

土木費 

消防費 教育費 

災害復旧費 

公債費 
諸支出金 予備費 

議会費 

1,087,438
町 税 

3,843,055

依存財源その他 

歳入 
（千円） 

歳出 
（千円） 

152,601

県支出金 
507,723

国庫支出金 
832,727

自主財源その他 
106,565

諸収入 
90,747
繰入金 
638,707

財産収入 
42,875

542,541

2

1,074,523

77,494

1,296,183

187,949 497,048

4,002

56,360
3 40,246

113,818
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広　報　玄　海 平成14年4月15日 
 

　
企
業
な
ど
で
働
く
人
が
加
入
す
る
厚
生
年
金
保
険
。
平

成
14
年
4
月
1
日
か
ら
、
こ
の
年
金
の
加
入
年
齢
の
上
限

が
、
こ
れ
ま
で
の
「
65
歳
未
満
」
か
ら
「
70
歳
未
満
」
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
65
歳
以
上

70
歳
未
満
の
人
も
、
企
業
な
ど
で
働
く
間
は
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
、
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
に
受
け
取
る
年
金
の
額
は

給
料
な
ど
の
額
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。 

65歳以上 
70歳未満の人の 
在職老齢年金 

　65歳以上70歳未満の人が、老齢厚生年金を受給しながら、厚
生年金保険の被保険者になる場合は、賃金（標準報酬月額）と老齢
厚生年金（報酬比例部分）の合計額に応じて、受け取る老齢厚生年
金の一部または全額が支給停止される場合があります。 

老齢基礎年金  
全額支給  

老齢厚生年金  
全額支給  

標準報酬月額  

老齢基礎年金  
全額支給  

老齢厚生年金  
全額支給  

標準報酬月額  

37万円 

37万円 支給停止 

超過分 

1/2

65歳から70歳未満の間に厚生年金保険の被保険者となった場合は、退職又は70歳に到達
したときに、年金額が再計算されます。 
 
平成14年4月1日前に65歳（昭和12年4月1日以前生まれ）に到達し、老齢厚生年金の受
給権をもっている人には、上の支給停止は行われません。 
 
平成14年4月1日前に65歳（昭和12年4月1日以前生まれ）に到達し、老齢厚生年金の受
給権をもっている人を除き、老齢厚生年金繰下げ支給制度は廃止されます。 

■ 

■ 

■ 

老齢基礎年金  
全額支給  

老齢厚生年金 
全額支給 標準報酬月額  

（資料提供=社会保険庁） 

平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら 

賃金（標準報酬月額）と老齢厚生年金（報酬比例部分）の月
額の合計額が37万円に達するまでは、老齢厚生年金は全額
支給されます。 

賃金（標準報酬月額）の額にかかわらず、老齢基礎年金は支
給停止せず、全額支給されます。 

賃金（標準報酬月額）と老齢厚生年金（報酬比例部分）の月
額の合計額が37万円を超える場合は、超過部分の2分の1
の額の老齢厚生年金が支給停止されます。 
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広　報　玄　海 平成14年4月15日 

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
が
 

改正のポイント 
解雇、その他の不利益な取り扱いを禁止 

一定時間を超える時間外労働を制限 

勤務時間の短縮等の措置義務の対象 
となる子が1歳未満から3歳未満に 

子どもの看護のための休暇制度を 
導入（努力義務） 

転勤には育児・介護の状況に事業主が 
配慮 

▼
企
画
課
　
係
長
　
市
町
村
合
併
担
当 

◎
平
成
14
年
４
月
１
日
付
け 

　（
　
）内
は
、前
所
属
課
係 

　
岩
下
　
昇
（
開
発
課
　
庶
務
係
長
） 

▼
産
業
課
　
水
産
・
商
工
観
光
係
長 

　
平
山
　
重
興
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

▼
保
育
所
ふ
た
ば
園
　
主
任
保
育
士 

　
日
高
　
瑞
恵
（
保
育
所
あ
お
ば
園
　
主
任
保
育
士
） 

▼
保
育
所
あ
お
ば
園
　
主
任
保
育
士 

　
藤
田
　
恵
子
（
保
育
所
ふ
た
ば
園
　
主
任
保
育
士
） 

▼
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長 

　
前
田
　
和
之
（
産
業
課
　
水
産
・
商
工
観
光
係
長
） 

▼
保
育
所
ふ
た
ば
園
　
保
育
士 

　
佐
藤
　
秀
子
（
保
育
所
あ
お
ば
園
　
保
育
士
） 

▼
保
育
所
ふ
た
ば
園
　
保
育
士 

　
松
本
　
和
江
（
保
育
所
あ
お
ば
園
　
保
育
士
） 

▼
保
育
所
あ
お
ば
園
　
保
育
士 

　
谷
丸
　
順
子
（
保
育
所
ふ
た
ば
園
　
保
育
士
） 

▼
保
育
所
あ
お
ば
園
　
保
育
士 

　
野
　
ひ
づ
る
（
保
育
所
ふ
た
ば
園
　
保
育
士
） 

▼
産
業
課
　
主
査 

　
西
　
　
立
也
（
企
画
課
企
画
係
　
主
査
） 

▼
企
画
課
　
主
査 

　
加
納
　
晴
美
（
総
務
課
人
事
・
給
与
係
　
主
査
） 

▼
水
道
課
主
査 

　
山
口
　
善
正
（
水
道
課
　
主
事
） 

【
係
　
長
】 

▼
建
設
課
　
主
事 

　
片
山
　
真
一
（
産
業
課
　
工
務
係
） 

▼
総
務
課
　
主
事 

　
日
高
　
大
助
（
産
業
課
　
農
林
係
） 

▼
産
業
課
　
技
師 

　
坂
本
　
　
晃
（
建
設
課
　
工
務
一
係
） 

▼
下
水
道
課
　
技
師 

　
山
口
　
三
成
（
建
設
課
　
工
務
一
係
） 

▼
企
画
課
　
主
事 

　
末
森
　
文
佳
（
企
画
課
　
主
事
補
） 

▼
開
発
課
　
主
事 

　
鶴
田
　
豊
明
（
開
発
課
　
主
事
補
） 

▼
福
祉
課
　
主
事
　 

　
中
山
　
昌
直
（
福
祉
課
　
主
事
補
） 

【
主
事
・
技
師
】 

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員 

　
平
田
　
祥
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
玄
海
園
　
調
理
員
） 

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
玄
海
園
　
調
理
員 

　
西
　
田
鶴
子
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員
） 

【
技
労
職
】 

▼
建
設
課 

　
日
高
　
雅
人 

【
新
規
採
用
】 

◎
平
成
14
年
3
月
31
日
付
け 

　
中
山
キ
ミ
コ
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
玄
海
園
　
寮
母
） 

【
退
　
　
職
】 

【
主
　
査
】 

　
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、育
児
や
家
族
の
介
護
を
行
う
人
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
内
容
の
法
律
で
す
。こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、育
児
や
介
護
の
た
め
に
休
業
を
と
る
こ
と
は
働
く

人
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、現
実
に
は
、育
児
・
介
護
休
業
を
取
得
し
た
後
の
待
遇

や
職
場
復
帰
な
ど
に
対
す
る
不
安
か
ら
、休
業
を
取
得
し
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
人
は
ま
だ
多
い
よ
う
で

す
。そ
こ
で
、働
く
人
が
よ
り
安
心
し
て
育
児
・
介
護
休
業
を
取
得
し
、職
場
復
帰
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
に
平
成
十
三
年
十
一
月
、法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

４
月
１
日
か
ら
全
面
的
に
ス
タ
ー
ト
！
 



詳しくは、役場町民課まで　52-2111（内線242） 

母子関係 

成人関係  

4月 ☆ ～ 6月の行事予定表 
実施日（曜日） 種　　別 場　　所 対 象 者  受　付　時　間 

広　報　玄　海 平成14年4月15日 
 

保健師だより 玄海町、生活習慣の傾向 （アンケート調査結果報告） 
パート5

～心と体をリフレッシュ！！～ 

　14年度は視触診検査に加えて、乳房X線（マンモグラフィ）
撮影検査を実施します。この検査では、指先だけでは触れる
ことの出来ないような微小乳がんの早期発見ができます。 
この検査は2年に1回ですので是非受診してください。 

対象者 
・50歳以上の女性 
・40～49歳の女性で母、姉妹などに乳がんに 
　かかった人がいる方 
・過去に乳がんにかかったことのある方 

乳がん検診について 

4月22日（月） 
4月23日（火） 
4月24日（水） 
4月26日（金） 
4月30日（火） 
5月13日（月） 
5月13日（月） 
5月15日（水） 
5月21日（火） 
5月22日（水） 
5月24日（金） 
5月27日（月） 
5月29日（水） 
5月31日（金） 
6月10日（月） 
6月14日（金） 
6月18日（火） 

風 し ん 予 防 接 種  
風 し ん 予 防 接 種  
ツ ベ ル ク リ ン 反 応 検 査  
B C G 接 種  
風 し ん 予 防 接 種  
乳 児 相 談  
麻 し ん 予 防 接 種  
麻 し ん 予 防 接 種  
育 児 サ ー ク ル  
麻 し ん 予 防 接 種  
1 歳 6 ヶ 月 児 健 診  
麻 し ん 予 防 接 種  
ポリオ生ワクチン投与 
ポリオ生ワクチン投与 
乳 児 相 談  
3 歳 児 健 診  
育 児 サ ー ク ル  

堀 田 医 院  
田 渕 医 院  
値 賀 分 館  
値 賀 分 館  
田 渕 医 院  
値 賀 分 館  
堀 田 医 院  
田 渕 医 院  
肥前町ぼたん公園 
田 渕 医 院  
値 賀 分 館  
堀 田 医 院  
役 場  
値 賀 分 館  
役 場  
値 賀 分 館  
さくら児童館 

H6.10～H13.4月生 
H6.10～H13.4月生 
H10.4～H14.1月生 
H10.4～H14.1月生 
H6.10～H13.4月生 
H14.2月生 
H6.11～H13.5月生 
H6.11～H13.5月生 
就学前の乳幼児と親 
H6.11～H13.5月生 
H12.9～11月生 
H6.11～H13.5月生 
H6.11～H13.2月生 
H6.11～H13.2月生 
H14.3月生 
H10.7～12月生 
就学前の乳幼児と親 

13：00 
14：00 
13：10 
13：10 
14：00 
10：00 
13：00 
14：00 

 
14：00 
13：00 
13：00 
14：00 
13：10 
10：00 
13：00 
10：00

13：20 
14:30 
13：40 
13：40 
14:30 
11：00 
13：20 
14：30 

 
14：30 
13：30 
13：20 
14：30 
13：40 
11：00 
13：30 
11：00

～ 
～ 
～ 
 
～ 
～ 
～ 
～ 
 
～ 
～ 
～ 
～
～ 
～ 
～ 
～ 

 
5月16日（木） 
 
5月17日（金） 
 
6月 7日（金） 

胃 検 診  
乳 が ん 検 診  
子 宮 が ん 検 診  
胃 検 診  
胃 検 診  
乳 が ん 検 診  
子 宮 が ん 検 診  

 
値 賀 分 館  
 
値 賀 分 館  
 
町 民 会 館  

40歳以上の男女 
30歳以上の女性 
30歳以上の女性 
40歳以上の男女 
40歳以上の男女 
30歳以上の女性 
30歳以上の女性 

8：00 
9：30 
10：00 
8：00 
8：00 
9：30 
10：00

10：00 
11：00 
11：00 
10：00 
10：00 
11：00 
11：00

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

6.8 41.9 51.3

41.811.0 47.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

男性 

図① 
ストレスと性別の関係 

女性 

かなり感じる 感じない 少し感じる 

10時に自家用車で役場集合 

6

　仕事や対人関係等が複雑になるとストレスも増えてきます。
適度なストレスは緊張感を生み出し、生活にメリハリを与えてく
れますが、過度のストレスは不安やイライラを感じさせ、血圧・
心拍数・血糖値を上げ、高血圧や動脈硬化などの脳や心疾患・糖
尿病等の生活習慣病や胃腸障害をひき起こす要因でもあります。 
　右の図①を見ると、男性より女性がストレスを感じていること
がわかります。その原因は、家庭内の問題、近所の人との人間関係、育児、子どもの受験・就職、自分の
体の不調、家族の病気等個人によって違い、さらに、年代によってもストレスの原因や強さも変わってき
ます。 
　自分にあったストレス解消法（例えば、スポーツ、家庭菜園・友人とのおしゃべり等）を見つけ、心と体
のバランスを保ちストレスと上手につき合って、より快適な毎日を過ごしましょう。 



栄養のバランスが 

　　とれて、安否確
認 

利用できる方 

利 用 料 金  

サービス内容 

　食事の調理が困難な高齢者や障害があって食
事をつくることが困難な方に、週5回（月～金）、
栄養のバランスのとれた昼食を提供し、配達す
る人とのふれあい、安否の確認をします。 

　平成14年度から情報通信網整備事業として、
「新世代地域ケーブルテレビ施設整備事業」が
実施されます。 
　この事業は、町内の各集落に光ケーブルに
よる幹線網を布設し、同軸ケーブルを各家庭
に布設することで、住民の皆様にケーブルテ
レビによる様々な情報通信サービスを提供す
るものです。 

　軽自動車税の納期限が4月30日から5月31日に改正され
ました。なお、納税通知書は5月中旬頃配布されます。 

　身体（精神）に障害があり、歩行が困難な方が所有する車等
で、申請により軽自動車税の減免を受けることができます。 

・身体障害者等本人が運転する車 
・身体障害者等の家族が運転する車 
・身体障害者のために常時介護している人が運転する車 
　（障害の程度によっては減免が受けられないこともあり　
　ます。） 

※ケーブルテレビ（CATV）とは、同軸ケーブル・光ファ
イバーを利用してテレビ番組などを加入者に配信する
システムで、有線テレビとも呼ばれています。番組供
給会社から送られてくるバラエティに富んだプログラ
ムはもちろん、NHKや民放、衛星放送も24時間見る
ことができ、また、高速インターネットやCATV電話
など様々な情報通信サービスもできることになります。 

　食事の買い物、調理が困難なおおむね60歳以
上の一人暮らし、高齢者夫婦世帯、身体に障害の
ある方等。 

1食300円 

希望される方は 

軽自動車税は5月31日までに納めましょう 

身体障害者等に対する軽自動車税の減免 

対象者 

減免申請の期間 

問い合わせ先 

までご連絡ください。 

役場福祉課☎52-2111 
社会福祉協議会☎51-3073

小

加
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山
　
口
　
久
　
雄 

青
　
木
　
清
　
樹 

中
　
山
　
定
　
歳 

山
　
口
　
清
　
治 

原
　
田
　
喜
　
吉 

陣
　
内
　
久
　
延 

寺
　
田
　
正
　
一 

中
　
山
　
　
　
勝 

中
　
山
　
哲
　
夫 

徳
　
永
　
哲
　
夫
　 

小
　
野
　
輝
　
明 

石
　
本
　
　
　
實 

小
　
野
　
富
　
男 

渡
　
辺
　
和
　
彦 

池
　
田
　
日
　
吉 

松
　
本
　
芳
　
人 

松
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中
　
山
　
英
　
弘 

大
　
草
　
　
　
忠 

松
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香 

西
　
　
　
利
　
昭 

岸
　
本
　
敏
　
男 

平
　
山
　
茂
　
實 

坂
　
本
　
義
　
昭 

山
　
口
　
武
　
夫 

中
　
島
　
静
　
夫 

野
　
崎
　
隆
　
行 

　5月24日（納期限前7日） 
玄海町役場税務課 
52-2111☎

地
区
名 

各
地
区
の
区
長
さ
ん
紹
介 

氏
　
名 

◎
区
長
会
会
長 

○
区
長
会
副
会
長 

平
成
14
年
度 
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募集・試験  
お 知 ら せ  
募集・試験  

自衛隊幹部候補生募集 自衛隊幹部候補生募集 

国税専門官募集 国税専門官募集 

ご存じですか？ 
　　佐賀県の最低賃金 

住宅金融公庫からの 
　　　　　　お知らせ 

職場でのトラブルで 
　　　　お困りの方へ 

預金の保護の範囲が 
　　　　　変わります 
預金の保護の範囲が 
　　　　　変わります 

ご存じですか？ 
　　佐賀県の最低賃金 

国家公務員採用 　種試験 
（高卒程度）受験者募集 
国家公務員採用 　種試験 
（高卒程度）受験者募集 

大学生の皆さん 
自衛隊幹部候補生の説明を
聞いて見ませんか？ 

職場でのトラブルの解決を 
労働局がお手伝いします。 

◆幹部候補生コース 

◆佐賀県の最低賃金 

◆お問い合わせ先 

◆お問い合わせ先 

●一般幹部候補生 
●海上技術幹部候補生 
●歯科・薬剤科幹部候補生 

◆相談機関名 

4月8日（月）～5月10日（金） 

自衛隊佐賀地方連絡部 
唐津出張所 
　0955-72-8697

◆応募資格 

1　日 

4,830円 平成13年10月1日 604円 

1 時 間  発 　 効 　 日  

◆受付開始 

◆受験資格 

◆詳しくは 

大学卒業程度の学力を有する者 
●一般、技術幹部候補生 
　20歳以上26歳未満の者 
●歯科幹部候補生 
　20歳以上30歳未満の者 
●薬剤科幹部候補生 
　20歳以上26歳未満の者 

①昭和50年4月2日～昭和56年4
月1日生まれの者 
②昭和56年4月2日以降生まれの
者で次に掲げるもの 
（1）大学を卒業した者及び平成15
年3月までに大学を卒業する見込
みの者 
（2）人事院が（1）に掲げる者と同
等の資格があると認める者 

◆受付期間 
（郵送）4月2日（火）～5月9日（木） 
　　　　　　［5月9日消印有効］ 
（持参）4月30日（火）～5月9日（木） 
※申込書の提出はできるだけ郵送
でお願いします。 

◆受験資格 

一般官署、郵便局、 
税務署等採用試験 

昭和56年4月2日（郵政区分は昭

和52年4月2日、税務区分は昭和

57年4月2日）～昭和60年4月1日

生まれの者 
◆申込用紙配布開始日 
5月13日（月） 

◆申込受付期間 
6月19日（水）～6月26日（水） 

◆第１次試験日 
9月8日（日） 

◆お問い合わせ先 
人事院九州事務局 

〒812-0013 福岡市博多区博多

駅東2-11-1 

　　092（431）8173（テレホンサービス） 

http://plaza7.mbn.or.jp/̃npaq/（ホームページ） 
◆申込用紙の請求方法 
郵便で請求する場合は、角形2号

の封筒に120円切手を貼った、宛

先（郵便番号も）明記の返信用封筒

を同封し、表の封筒に『　種請求』

と朱書きして、問い合わせ先まで

送付してください。 

◆第1次試験 
試験日………6月16日（日） 

◆第2次試験 
試験日………8月19日（月）又は8
月20日（火）のうち指定する1日 

◆採用予定人員 

◆詳しくは 
全国で約500名 

 
唐津税務署　総務課　　0955-72-3141 
福岡国税局　人事第二課　　092-411-0031

◆試験の程度 
大学卒業程度 

金融機関が破たんした場合でも、預

金者一人当たり、定期預金等の元本

1千万円までと、その利息は4月以降

も保護されます。 
 

合算して元本1千万円までと、その

利息は、あくまで最低保障ですので、

受け取れるのは1千万円だけではあ

りません。 
 

当座預金、普通預金等は、平成15年

3月まで全額保護されます。 

住宅金融公庫からの 
　　　　　　お知らせ 
　これから公庫融資をご利用いただ

く方も、現在公庫融資をご返済中の方

も、ご安心ください。昨年12月の閣議

決定によって住宅金融公庫が5年以

内に廃止される際、新しい独立行政法

人に引き継がれますので金利など返

済条件が一方的に変更されることは

ありません。また、それまでの間、引き

続き公庫融資がご利用いただけますし、

返済方法の変更等きめ細かな対応を行っ

て参りますので安心してご利用くださ

い。 

お 知 ら せ  

募  集  募  集  

お  お  知  知  ら  ら  せ  せ  

佐賀労働局　総合労働相談コーナー 

◆所在地 

◆電話番号 

佐賀市駅前中央3丁目3番20号 

佐賀第二合同庁舎3階 

総務部企画室内 

休日、時間外などの割増賃金、通勤手当、 

家族手当、精皆勤手当は、対象になりません。 

0952-32-7155
住宅金融公庫福岡支店 

092-722-5011

詳しいことについては、金融機関の 
窓口等にお問い合わせください。 

佐賀労働局労働基準部 
　0952-32-7155

◆ 

◆ 

◆ 

職場でのトラブルで 
　　　　お困りの方へ 

・・・・ 

・・・・ ・・・・ 
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戸
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の

窓

口 

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
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成
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年
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す
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春
樹
　
唐

津

市

 

　
　
田
喜
代
実
　
浜

野

浦

 

　
末
次
　
伸
広
　
三
養
基
郡 

　
石
井
　
綾
子
　
値
賀
川
内 

　
中
里
　
純
一
　
仮

　

立

 

　
袈
裟
丸
和
江
　
鎮

西

町

 

　
松
本
　
哲
也
　
浜

野

浦

 

　
岡
本
　
真
美
　
姫

路

市

 

　
小
野
　
智
史
　
中

　

通

 

　
吉
田
　
志
穂
　
浜

野

浦

 
　
岩
瀬
　
晃
淑
　
浜

玉

町

 
　
石
田
　
達
代
　
大

　

薗

 

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
） 

町の人口 

 Ｈ14年３月末現在 
   男　 3,539人 
　女　 3,567人 
合　計 7,106人 
世帯数 1,922戸 

寺
田
　
圭
織
　
和
広
　
牟
　
形 

八
島
　
海
璃
　
鷹
樹
　
花
の
木 

岩
井
　
　
響
　
達
也
　
有
浦
下 

岩
井
　
　
翔
　
達
也
　
有
浦
下 

楠
田
　
　
萌
　
剛
也
　
有
浦
下 

中
山
　
輝
哉
　
明
久
　
新
　
田 

吉
田
　
朱
生
　
直
志
　
仮
　
屋 

前
田
　
れ
い
　
歩
美
　
大
　
薗 

松
本
　
永
望
　
直
樹
　
浜
野
浦 

池
田
　
智
哉
　
勉
　
　
普
恩
寺 

小
山
　
陽
大
　
修
　
　
仮
　
立 

か
い
り 

か
お
り 

ひ
び
き 

か
け
る 

も
え 

し
ゅ
い 

て
る
や 

か
け
る 

と
も
や 

ひ
な
た 

大
き
く
育
て
！ 

ア
ユ
稚
魚
四
千
尾
を
放
流 

有
浦
川
漁
協 

　
有
浦
川
漁
協
で
は
毎
年
、
モ
ク
ズ
カ

ニ
、
ウ
ナ
ギ
、
ア
ユ
の
稚
魚
を
放
流
し
、

漁
獲
の
増
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
そ
れ
ぞ
れ
稚
魚
を
購
入
し
、
河
川
の

要
所
で
放
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
三
月
に
、
十
セ
ン
チ
程
に
成
長
し
た

ア
ユ
四
千
尾
を
二
カ
所
で
役
員
の
手
に

よ
っ
て
放
流
、
元
気
に
泳
ぎ
回
る
姿
に

大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
有
浦
川
の
貴
重
な
魚
種
の
一
つ
シ
ロ

ウ
オ
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
天
然
資
源
で

あ
る
だ
け
に
大
事
に
守
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

　
し
か
し
河
川
内
は
相
変
わ
ら
ず
ジ
ュ
ー

ス
の
空
き
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
々
い
ろ

い
ろ
な
ゴ
ミ
が
目
立
つ
の
が
気
に
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。 

　
佐
賀
県
で
は
、
県
が
保
有
す
る
県
民
等
の

個
人
情
報
を
守
る
た
め
に
、
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
佐
賀
県

個
人
情
報
保
護
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
平
成

14
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
制
度
は
、
県
が
取
り
扱
う
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
と
と
も
に
、

ど
な
た
で
も
、
県
（
公
安
委
員
会
、
警
察
本

部
を
除
く
）
が
管
理
す
る
公
文
書
に
記
録
さ

れ
て
い
る
ご
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求

や
訂
正
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
県
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
各
種
資

格
試
験
、
採
用
試
験
、
入
学
試
験
な
ど
の
結

果
（
得
点
、
順
位
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
口

頭
で
開
示
請
求
が
で
き
、
そ
の
場
で
直
ち
に

本
人
に
開
示
さ
れ
ま
す
。 

　 　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

　
佐
賀
県
総
務
部 

広
報
広
聴
課 

県
政
情
報
室 

　
　
　
０
９
５
２
ー
２
５
ー
７
０
０
９ 

　
山
口
憲
一
郎
　
唐

津

市

 

　
片
山
奈
々
子
　
仮

　

立

 

　
徳
永
　
康
司
　
値
賀
川
内 

　
岩
本
真
由
美
　
肥

前

町

 

佐賀県で個人情報保護制度がスタート 
この制度の県の窓口は 

●情報公開センター（県庁新行政棟1階） 
　議会を除く県の実施機関が取り扱う個人情報
についての開示請求、訂正請求、是正の申出、
苦情の申出などを受け付けます。 

●情報公開コーナー（県の出先機関、県立高校など） 
　各出先機関、県立高等学校などが取り扱う個
人情報についての開示請求、訂正請求、是正の
申出、苦情の申出などを受け付けます。 

●議会情報公開コーナー 
　議会が取り扱う個人情報についての開示請求、
訂正請求、是正の申出、苦情の申出などを受け
付けます。 

赤
ち
ゃ
ん 

保
護
者 

地
区
名 
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下
水
道
用
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋 

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
に 

平
山
さ
ん（
座
川
内
）決
定 

ブ
タ
丸
、丸
二
郎 

　
　
　
　
あ
り
が
と
う 

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
さ
よ
う
な
ら 

「
ふ
る
さ
と
発
想
館
」
が
完
成 

浜
野
浦
棚
田
に
看
板
と
駐
車
場
を
整
備 

　
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば

れ
た
浜
野
浦
の
棚
田
は
、
四

月
の
終
わ
り
に
な
る
と
水
が

張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
に
、
玄
界

灘
に
沈
む
夕
陽
と
重
な
っ
て
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
写
真
家

が
浜
野
浦
の
棚
田
を
撮
影
す

る
た
め
訪
れ
ま
す
。 

　
今
回
、
棚
田
を
訪
れ
る
人

の
た
め
に
、
看
板
と
駐
車
場

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
玄
海
灘
に
沈
む
夕
日
と
、

刻
々
と
変
化
す
る
棚
田
の
様

子
を
、
一
度
ご
覧
に
な
っ
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

　
下
水
道
用
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
、

座
川
内
の
平
山
公
望
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
今
回
選
ば
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
四
匹
の
鯛
が
図
案
化

さ
れ
、
「
来
た
い
」
「
見
た
い
」
「
ふ
れ
た
い
」
「
住
み

た
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
、
中
央
部
分
に
棚
田
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
14
年
度
か
ら
、
い
よ
い
よ
下
水
道
の
配
管
布
設
工

事
が
始
ま
り
、
今
回
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
輝
い
た
平
山

さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
目
に
届
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

▲グッドデザイン賞を受賞した平山公望さん 

▲軽トラックに乗せられるブタ丸 

▲木場さんからもお礼のことばが ▲木場さんに感謝の気持ちを伝える 

　
値
賀
小
学
校
の
新
六
年
生
は
、
昨
年
九
月
末
に
養
豚
業

を
営
む
栄
の
木
場
龍
郎
さ
ん
か
ら
子
ブ
タ
一
頭
を
借
り
受

け
、
「
ブ
タ
丸
」
と
名
付
け
て
育
て
て
い
ま
し
た
。
十
月

に
は
、
も
う
一
頭
を
借
り
、
「
丸
二
郎
」
と
命
名
。 

　
生
き
て
い
る
動
物
を
飼
う
こ
と
の
難
し
さ
を
、
ク
ラ
ス

全
員
で
話
し
合
い
、
命
の
大
切
さ
や
い
ろ
ん
な
事
を
ブ
タ

丸
、
丸
二
郎
か
ら
教
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
そ
ん
な
中
の
、
二
月
八
日
に
別
れ
の
日
が
き
ま
し
た
。

出
荷
の
時
期
を
迎
え
た
の
で

す
。 

　
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
る
時
、

子
ど
も
達
の
目
か
ら
は
、
涙

が
あ
ふ
れ
て
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

　
子
ブ
タ
の
成
長
と
共
に
、

子
ど
も
た
ち
の
心
も
ひ
と
回

り
大
き
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

・
・ 

・
・ 

・
・ 

・
・ 

　
玄
海
町
新
田
の
旧
わ
か
ば
保
育
所
跡
地
に
建
設
中
だ
っ

た
、
農
畜
水
産
物
加
工
所
「
ふ
る
さ
と
発
想
館
」
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
発
想
館
は
、
玄
海

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
畜

水
産
の
生
産
振
興
や
生
産
物
の

有
効
活
用
な
ど
、
地
域
産
業
の

発
展
を
図
る
た
め
建
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

　
館
内
に
は
、
農
畜
水
産
加
工

室
や
、
物
産
品
の
直
販
所
な
ど

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
利
用
に
つ
い
て
は
、
農
畜
水

産
物
加
工
所
利
用
組
合
に
委
託

さ
れ
ま
す
。 




